
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 

　京橋消防団の定数は１５０人、令和元年１０月１日現在
の現員数は１３８名（女性団員２８名）で、充足率は９２％
となっています。
　皆様のお近くに、会社員や自営業、大学生、主婦など
男女を問わず、消防団に興味がある方や地域の防火・
防災のために貢献したいという熱い想いをお持ちの方
の情報等がありましたら、左下の京橋消防署内、京橋消
防団本部に情報提供をお願いします。

入団条件
★　１８歳以上で心身ともに健康な方
★　消防団の区域内に居住、勤務又は通学している方

　 京 橋 消 防 団 本 部
    中央区京橋三丁目１４番１号
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　 去る６月３０日（日）、毎年築地市場内にて実施されていた京橋消防団可搬ポンプ操法

大会が、国の重要文化財に指定されている 築地本願寺において執り行われました。

　当日は、山本中央区長様をはじめ、ご来賓並びに町会・自治会等の多くの皆様に、平

素の訓練成果を遺憾なく発揮することができました。

　今後も京橋消防団は、「わが街はわが手で守る」という精神に基づき、地域防災力の

要として役割を果たしていきたいと思います。
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  令和元 年１０月１日現在

京橋消防署管内災害状況

編 集 委 員

  編集委員長　　  団本部　　 保坂　憲治
編集副委員長  　 団本部　　 守本　利雄
  編 集 委 員　　　 １分団　　 花村　尚希
  編 集 委 員　　　 ２分団　　 末吉　陽一朗
  編 集 委 員　　　 ３分団　　 三保谷　建介
　編 集 委 員　　　 ４分団　　 田島　啓子
　編 集 委 員　　　 ５分団　　 吉野　彰造
　編 集 委 員　　　 ６分団　　 相野谷　信之
　編 集 委 員　　　 ７分団　　 早川　雄一郎

　今年の操法大会は築地本願寺で行われ、多くの来場者（通りすがりの外国人観光客も）が見えました。

私自身も初の会場で緊張してしまい、送水するタイミングをミスしてしまいましたが、何とか優勝することがで

きてホッとしております。

　来年は都大会です。選手として出場したら、もう一度優勝旗を持ち帰れるよう頑張ります。

　最後に、地域の皆様の日頃からのご支援に対しまして、この場をお借りしまして感謝申し上げます。今後も

宜しくお願いいたします。

消防や救急の知りたい情報を

いつでも！どこでも！

手軽に入手できる

安全安心情報ツールです。

チャットボットやマップ機能を

中心に、多くの機能を備え、

ユーザー個々の興味関心に

合わせて利用することができます。

東京消防庁のアプリ ってなんだろう？

優　　勝：第３分団

準優勝：第４分団

第３位：第２分団
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　平成３０年７月豪雨から半年が経過した平成３１年１月下旬、私は被災地のひとつへ向かい、１カ月弱の間、そこ

で知り合ったボランティア仲間と共同生活をしながら、被災地の復興に従事した。

    きっかけは、私の勤務先の同僚で元Ｙ新聞のデスクが、被災地の県職員に取材したことから始まる。少子高齢化

に加え、災害が地域の過疎化に追い打ちをかける。今、日本の農山村が置かれている厳しい現実があった。「そこ

へ行ってみないか」という一言から。

    向かった先は、愛媛県宇和島市吉田町。鍛冶橋から夜行バスに乗って１２時間超。県庁所在地の松山に着いた

のは翌早朝。そこからさらに路線バスに乗り継ぎ２時間超かかった。途中、土砂崩れでむき出しになった山肌、未だ

に片側交互通行になっている道路をいくつか通過した。

    吉田町は、愛媛みかん発祥の地と言われ、みかん栽培の歴史は２００年以上。急峻な傾斜地に石積みの段々畑

が天に向かって昇っていた。窓口になってくれたＪＡのセンター長さんを訪ねると、さらに谷間の集落にある宿泊施設

へ案内された。そこで持参した昼食を簡単に摂ると、早速５名の班が編成され、軽トラで現場へ向かった。土砂をか

ぶった園地（みかん農園）から、みかんの木を救い出す作業だった。厚いところでは２０～３０ｃｍ以上も土砂が堆積

している。それを土のう袋に詰め、軽トラで町が指定した集積場まで運ぶ。園地にはユンボが入れる空間はなく、す

べて人手に頼る。スコップとミノを使い、ネコ車で土のうを農道まで運ぶ、その繰り返し。そうした作業が連日続いた。

農地は私有地なので個人の責任で復旧しなければならない。園主はどこもご高齢の方ばかり。途方に暮れて放棄

する人も少なくないという。

　谷間の集落では、河川や道路の修復は遅々として進んでおらず、公費解体は決まっていても実施の見通しがたた

ずに放置されたままの無残な家屋があちこちに点在していた。壊れた砂防ダムでは測量が行われていたが、完成

するのは数年先だろうということだった。

    滞在中、色んな出会いもあった。東北や熊本の被災地から転戦してきた人、都会から会社を辞めてみかん農家を

志す人、お遍路からボランティアに加わった人、関東・関西・近県から来られる週末ボランティアの人たち。被災から

半年が経過した当時、ボランティアの数はめっきり減っていた。災害は、家族や家、代々継承してきた農地を奪った

だけでなく、被災者から人生も奪っていった。被災地では、今も息の長い復興活動が続いている。

　　　                                                                                    

区・消防合同水防訓

　　令和元年６月８日（土）、中央区晴海にある中央清掃

工場の敷地内において、令和元年度中央区・消防合同

水防訓練を実施しました。消防団としては、現場指揮本

部の運営、監視警戒活動、積土のう工法、連結水のう

工法を実施しました。

　本団　副分団長　菅谷　明良

                                         

富岡八幡宮例大祭消防特別警戒
　　　　　　令和元年８月１１日（日）、１２日（月）　

第６分団　青木　永生　　

新入団員の紹介

島地　和美　　 高倉　了法　　

第４分団　小室　絵理　　令和元年９月１日付

※平成３１年４月以降

に入団した団員です

長い間、地域の安全・安心のための献身的な活動にご尽力いただきありがとうございました！

合同点検

　令和元年９月２３日（月）、臨港消防署新庁舎敷地内にお

いて、令和元年度中央区内消防団合同点検が実施されま

した。消防総監を点検者に迎え、緊張感のある雰囲気の中、

消防操練や部隊検閲、震災活動訓練を行いました。

　平成３０年７月豪雨の被災地を訪ね

　 今年の５月から第６分団に配属させていただきました。

私たちは築地本願寺の職員で、お寺ではそれぞれ法要や読

経はもちろんのこと、盆踊りを始めとする各種イベントの運営・

企画なども行っています。第６分団の一員として地域の皆様の

お力になれますよう頑張ります！

令和元年５月１日付　

　

銀座柳まつり消防特別警戒
　　　　　　　　　令和元年５月５日（日）　

第５分団　　班　長　　中島　安雄　　平成３１年４月３０日付　　（勤続２０年４ヶ月）
第３分団　　団　員　　田中　一宏　　令和元  年７月１６日付　　（勤続　９年１ヶ月）
第５分団　　班　長　　伊藤　武典　　令和元  年７月２１日付　　（勤続１９年７ヶ月）
第１分団　　団　員　　奥田　将己　　令和元  年７月３１日付　　（勤続　３年０ヶ月）
第３分団　  分団長     小田   隆志      令和元 年９月３０日付      （勤続２４年１ヶ月）
　

退　　団

　９月より入団いたしました。初めてのこと

で分からないことばかりですが、一日も早

く地域の皆さまのお役に立てるよう精進し

て参ります。宜しくお願いいたします。


